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マを「保育所・幼稚園における音楽領域等の活動に
おけるピアノ演奏と弾き歌いの適切なあり方につい
て説明できると共に、保育の実際に即応することの
できるピアノと歌唱についての技能および豊かな音
楽表現の修得」を目標とし、達成目標は1.前期修了
時において年度開始時に課題とした弾き歌い楽曲７
曲および行進曲２曲の全てを演奏する事ができる、
2.保育における、弾き歌いに関する留意事項を説明
できる、3.前期修了時には１～２曲のピアノ独奏曲
を演奏する事ができる、4.後期修了時にはダンパー
ペダルを必要とするピアノ独奏曲を演奏することが
できる、としている。
　以上、４年制教育課程の前半２年間で行うピアノ
教育では、常に保育及び教育の現場を具体的に想定
しながら、学習の動機付けを明確にし、学生の学ぶ
意欲に働きかける指導をしていく。次項では、この
２科目をとおして育成する能力について述べる。
３．５つの音楽能力
　音楽能力には、「読譜」「演奏」「歌唱」「創作」「鑑
賞」の５つが挙げられる。
１）読譜
　本来、読譜とは楽曲分析を経て解釈に到る全ての
工程を意味するが、ここでは単純に楽譜に記された
音符を正確に読む力を指す。初歩では五線譜を指で
数えながら音の高さをひとつひとつ判読するが、弾
いた楽曲の数に比例して読譜速度と精度が向上す
る。また、読む力は楽譜を書く力にもなる。
２）演奏
　演奏とは、一般に楽器や人の声により音楽を奏で
る行為を指すが、ここでは「ピアノを弾くこと」に
限定する。ピアノを学ぶことは、他の楽器を奏する
こと及び歌うことの基盤となる。その理由には以下
の３点が考えられる。
（1）ピッチ（pitch）
　ピアノは調律によって音の高さ（pitch）が固定
されている。ピッチが固定されていることで、ピア
ノをとおして音程感覚が養われる。なお、音程とは
Ａ音とＢ音の隔たりを表わす概念であり、音程感覚
は基本的に訓練によって養われる。一般にこの能力
は「絶対音感」として理解されているが、正確には、
ピッチは周波数測定器によって決定されるものであ
り、音程感覚は相対的なピッチの隔たりを知覚する
能力である。
（2）音楽の三要素
　ピアノは音楽を構成する三要素である「リズム」
「メロディ」「ハーモニー」を包含する楽器である。
これにより、音楽を総合的に感得しながら音楽能力
を育んでいくことができる。
（3）最大音域
　ピアノはパイプオルガンを除く全ての楽器の中で
音域が最も広い楽器である。これにより幅広い表現
を一人で行うことが可能となっている。
　以上の特性により、ピアノは「５つの音楽能力」
を総合的に育成する上で最も有効な楽器であるとい
える。
３）歌唱
　歌唱とは、楽譜に記された旋律と歌詞を、正しい
音程と発音によって歌うことを指す。
　歌うこと、ピアノを弾くことの二つの演奏訓練を
とおして、保育者に求められる音楽技能の基礎を養
う。訓練の第一段階の目標は精確な技術による演奏
ができることだが、これに留まらずさらに上位の目
標として、表現の工夫を加味し、音楽的な演奏がで
きることを目指す。これはバイエル初歩の段階から
実現可能な目標である。いかなる技術段階であろう
と、常に音楽を奏でる意識をもって取り組むことが
大切なことと考える。なお、ピアノ練習の際には右
手の旋律を音名で歌いながら弾くことを常に提唱し
ている。それは上達に益するからである。
４）創作
　創作とは、作曲と即興演奏を指す。バイエルピア
ノ教則本（以下、バイエル）の各曲に見られる基礎
的で平易な和声進行を理解し、それをコードネーム
進行に変換し、和声進行のパターンとそれに基づく
旋律の仕組みを「音楽基礎Ⅰ（ピアノ）」で学ぶ。
これにより、子供の集団活動を想定したピアノ伴奏
を即興的に行うことができる力の基礎を養う。
５）鑑賞
　鑑賞とは、一般に対象を理解し味わう意味で用い
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られるが、ここでは広い意味で「聴き取る力」とし
て用いる。例えばピアノ教材の演習をとおして、楽
曲の基本的な性格・質感などを言葉で説明できる力、
或いは同じ楽曲であっても演奏速度や音量など演奏
を成立させているさまざまな要素の違いによって生
じる性質の変化などを聴き分ける力を指す。なお授
業は少人数のグループレッスン方式を採っている
が、音楽から受けた感覚的な印象を互いに言葉で表
すことで、他者の感覚との違いを知ったり共有した
りすることができるため、集団レッスンによる「聴
き取る力」の学習効果は高い。
　以上、読む、弾く、歌う、創る、聴く、の５つの
音楽能力は単独に伸びていくというより、むしろ相
互に連動することよって総合的な音楽能力として伸
長する。なかでも「聴き取る力」は連動の要となる
能力であるから、ピアノ指導では様々な方法を用い
て常にその育成に努めたい。
４．授業の仕組み
１）グループレッスン
　はじめに現況を説明しておく。本学保育学科の入
学定員は50名である。ピアノの授業は個人指導を中
心としているため、必要最低限の時間数として週２
コマが設けられている。１コマにつき学生25名の３
分の１にあたる８～９名を３名の非常勤講師がそれ
ぞれ担当し３室に分かれて指導する。さらにその８
～９名を約半数の４～５名に分けて１グループと
し、前半・後半の各45分に１グループが授業を受け
る形となっている。
　グループレッスン制を採っている理由を以下に挙
げる。
（1）共通の学び
　基本的にグループのメンバーは同程度のピアノ学
習歴を有する者で構成している。個別の指導時間は
10分前後だが、指導内容には互いに共通点も多く、
他者の受講を参観し自らの学びとすることがねらい
の一つである。
（2）教え合い、学び合い
　子供の学び方の一つに、遊びをとおして互いに教
え合い、学び合うことが挙げられる。そのことを学
生にはピアノ学習をとおして体験的に知ってほしい
というねらいがある。共通の課題を乗り越えていこ
うとする際に、メンバー同士で教え合う、或いは上
級グループの学生たちに助言をもらうなど、課題克
服に向けた能動的な動きが生まれ、相互に刺激し合
い、切磋琢磨することを期待したい。
（3）グループダイナミクス
　ピアノ進度には個人差が顕著に出る。バイエル初
心者同士でスタートし、同じ講師に指導を受けてい
ても、わずか５回目で差がつくことも生じる世界で
ある。そのことを互いが認めざるを得ないのがグ
ループレッスンの場である。教え合い、学び合いが
ある反面、独りで練習を重ねることでしか乗り越え
られない技術獲得への努力がある。こうした孤独な
取り組みでは、自ら課題を見つけ、克服する手立て
を工夫する力が必要となる。その力を育むのがレッ
スンの場である。そして克服していく姿を喜び合う
ところがグループレッスンの良さである。学生は、
教師によって、また同僚によって、そして環境によっ
て育てられているということを自覚の有無にかかわ
らず体験しているが、それはやがて保育者としての
視点に繋がっていく。
　ピアノ指導は、教師が生徒に一対一で教えると
いった個人レッスン方式で行われるのが一般的であ
る。これは西欧中世以来変わらぬ師弟的関係による
指導方法であり、実際に音楽大学などでピアノを専
門に学ぶ学生には合理的方法である。しかし、そう
した個人レッスン制は保育者養成校の性格には適さ
ない方法であろうと考える。なぜならば、学生は弟
子ではなく、学科全体で教育していく対象だからで
ある。全くの初心者が10ヶ月間でバイエルを弾きこ
なし、かつ平易なコード奏法による童謡の弾き歌い
ができるようになるという目標は、集団の力が大き
く作用しているからこそ達成できているものと考え
ている。
２）担当者のローテーション制
　表１「授業実施計画」に示す通り、筆者らのピア
ノ指導は各期15回の授業を５回毎に担当グループを
換えて実施している。これにより15回をとおして学
年全員を個別に指導できる。その理由を３点挙げる。
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（1）客観性の確保
　本科目の特徴は、ピアノ技術及び音楽表現を一体
的に学ぶところにある。指導にあたり、特に留意し
なければならない点は「客観性」をどう確保してい
くかにあると考える。教師は自らの主観的な趣味で
学生の演奏や授業態度を判定してはならない。筆者
らはそのことを十分に弁えて指導に臨んでいるが、
その教育姿勢の一端を見える形にしたのがローテー
ション方式である。一人の学生への指導は、筆者ら
三者で多くの場合異口同音になる部分と、個別の視
点が発揮される部分がある。そうしたさまざまな助
言や指摘は努めて客観的な姿勢から出ているという
ことを、学生が感じ、謙虚に自分の成長の糧として
受け止められることを目的としてローテーション方
式を考案した。
（2）平等性の確保
　学生にとって教師との相性は、学習への取り組み
に時としてマイナスに作用することがある。個別指
導を中心とし、加えて短期間で技術を獲得し確実な
成果を得ようとする本科目においては、そうした不
幸を最小限に抑えることのできる仕組みの有無が極
めて重要になってくる。指導担当者が一定周期で換
わる本方式においては、たとえミスマッチを感じた
学生がいたとしても、精神的な負担軽減に繋がるも
のと考える。なお、こうしたミスマッチングが懸念
されるのは初年次前期に集中していることを付記し
ておく。
表１
曜 グループ
授業回数
１～５回 6～10回 11～15回
火曜
A前
講師A 講師B 講師C
A後
B前
講師C 講師A 講師B
B後
C前
講師B 講師C 講師A
C後
金曜
D前
講師A 講師B 講師C
D後
E前
講師C 講師A 講師B
E後
F前
講師B 講師C 講師A
F後
　個別指導でありながらも学生全員が３名の講師に
平等に指導を受けるという形は、従来型の個別指導
で生じがちな不公平感、密室性といった弊害を大き
く改善した画期的な教育スタイルであろう。
（3）指導スタイルに学ぶ
　学生は授業時間内にグループと個別の両面からピ
アノ指導を受けることになる。即ち、本授業は各講
師の直接指導を体験する場であり、他の学生に対す
る指導を参観する場でもあるということである。一
つひとつの指導ポイントに対して、多様なアプロー
チがあることに接し、観て考えることが、自らの指
導力を育てていく糧となることを期待する。
（4）講師間の密接な連携の確保　
　筆者らは「指導記録簿」を作り、個々の学生に行っ
た指導内容を毎回記録している。これにより引き継
ぎが円滑に行われ、指導上の留意点や配慮といった
事柄が遺漏なく報告される。このことが普段の指導
態勢にも自ずと反映されており、毎回の授業後には
三者間で忌憚のない意見交換がなされ、学生一人ひ
とりの現状を共有することができている。
　以上、ローテーション方式による指導により、担
当者３名が協力して一人ひとりの学生を育てる形が
できているといえる。このことは、保育者養成課程
の理念と目的に則った独自のピアノ教育体制を構築
しているものと捉えている。
３）教室のローテーション
　ピアノ指導に使用する教室は、音楽室と研究室と
比較的広い練習室の計３室となっている。音楽室で
はグランドピアノを用いているが、広く天井も相当
高いうえに吸音材質により反響が非常に少ないの
で、充実した響きを生むには相当の力量が必要にな
る。一方、練習室では保育で一般的に用いられてい
るアプライトピアノを使っており、部屋は狭く小さ
な力でも十分に響く環境である。両者の中間的サイ
ズとなるのが研究室で、グランドピアノを使用した
最適なレッスン環境といえる。
　以上の３室は毎週ローテーションして使用する。
学生がさまざまな演奏環境に適応できるよう、訓練
の一環としてこうした方法を採っている。授業方法
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に、担当者の変化と環境の変化を仕組むことで、常
に新鮮な学習意欲を醸成していきたい。
５．まとめ
　本論では、これまで本学保育学科の２年間の養成
課程で行ってきたピアノ指導の概要及び教育内容に
ついて省察した。
　現代社会が保育所・幼稚園に求める内容は広範に
及び、なおかつ一つ一つの事柄が専門的に高度化し
てきている。養成校はそれに対応することのできる
資質を備えた人材を育て、社会に送り出すことを使
命としてきた。事実、学生全員が保育士資格と幼稚
園教諭二種免許を取得して卒業するのが当然のよう
になって既に20年にはなるかと思う。しかし保幼併
有により卒業時の取得単位数が90～100単位にも及
ぶとなると、短大２年間の教育課程はすでに限界を
超え、実質的には３年制にも匹敵する内容となって
いるのが実情であろう。
　学生はそうした過密スケジュールの中でピアノに
対しても精一杯取り組んできたところではあるが、
本論で述べたとおり、すべきことは多く、未だ満足
には及ばないのが実情と認めざるを得ない。
　４年制教育課程においては１～２年次で５つの音
楽能力の基盤を十分に築き、自学自習力をつけ、３
年次以降の発展応用に繋がる力を育成したいと考え
る。発展応用科目については筆者らの担当する範疇
ではないが、学びの連続性の観点から述べておきた
い。
　まず、ピアノ以外の伴奏可能かつ携帯可能な楽器
を修得することに期待したい。具体的には、ギター、
アコーディオン、手の小さな者にはウクレレも良い
だろう。こうした楽器に習熟するためにも「音楽基
礎Ⅰ（ピアノ）」「音楽基礎Ⅱ（ピアノ）」の担当者
として十分な成果を求めていきたい。また、歌唱に
ついては重唱、室内合唱、合唱、オペレッタなどい
ろいろな歌唱の表現形態を体験してほしいところで
ある。こうした取り組みの先に器楽と声楽による総
合音楽表現的な本学独自の演習科目が置かれること
を期待したい。
　音楽はその音楽が生まれた時代の社会、宗教、哲
学、文化等々を包含している謂わばタイムカプセル
のようなものである。音楽を学ぶということは総合
的に学問することでもある。またそのような学び方
こそが音楽を保育教育の場で活用する力に繋がって
いくと考える。冒頭で紹介した男性教諭の姿はその
一端を表していたように感じたからこそ心打たれた
のだろうと思う。
　保育士あるいは教諭としての高度な専門性や豊か
な資質、それらを統合した力はそう簡単に身につく
ものではない。社会現場でのたゆまぬ研鑽によって
少しずつ開花し結実していくのである。４年間の学
びが10年後、15年後に社会の中核を確かに担う人材
へと成長する礎になることを願う。
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